
（
複
数
事
業
労
働
者
遺
族
年
金
の
支
給
停
止
期
間
）

42

附
則
第
三
十
項
の
規
定
は
、
法
第
六
十
条
の
四
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
六
十
条
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
複
数
事
業
労
働
者
遺
族
年
金
の
支
給
が
停
止
さ
れ
る
期
間
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

附
則
第
三
十
項
中
「
障
害
補
償
年
金
」
と
あ
る
の
は
、「
複
数
事
業
労
働
者
遺
族
年
金
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と

す
る
。

（
新
設
）

（
読
み
替
え
ら
れ
た
法
第
十
六
条
の
六
第
一
項
第
二
号
の
複
数
事
業
労
働
者
遺
族
年
金
前
払
一
時
金
の
額
）

43

附
則
第
三
十
二
項
の
規
定
は
、
法
第
六
十
条
の
四
第
三
項
の
複
数
事
業
労
働
者
遺
族
年
金
前
払
一
時
金
の
額

に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
附
則
第
三
十
二
項
中
「
法
第
六
十
条
第
四
項
」と
あ
る
の
は「
法

第
六
十
条
の
四
第
三
項
」
と
、「
遺
族
補
償
年
金
」
と
あ
る
の
は
「
複
数
事
業
労
働
者
遺
族
年
金
」
と
読
み
替
え

る
も
の
と
す
る
。

（
新
設
）

44
〜
46

（
略
）

35
〜
37

（
略
）

（
障
害
年
金
前
払
一
時
金
の
請
求
等
）

（
障
害
年
金
前
払
一
時
金
の
請
求
等
）

47

附
則
第
二
十
五
項
の
規
定
は
既
に
身
体
障
害
の
あ
つ
た
者
が
、
負
傷
又
は
疾
病
に
よ
り
同
一
の
部
位
に
つ
い

て
障
害
の
程
度
を
加
重
し
た
場
合
（
加
重
後
の
身
体
障
害
の
該
当
す
る
障
害
等
級
に
応
ず
る
障
害
給
付
が
障
害

年
金
で
あ
る
場
合
に
限
る
。）に
お
け
る
当
該
事
由
に
係
る
障
害
年
金
前
払
一
時
金
の
額
の
算
定
に
つ
い
て
、
附

則
第
二
十
六
項
か
ら
第
二
十
九
項
ま
で
の
規
定
は
障
害
年
金
前
払
一
時
金
の
請
求
等
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
附
則
第
二
十
五
項
中
「
障
害
補
償
給
付
」
と
あ
る
の
は
「
障
害
給
付
」
と
、「
障
害
補
償
一

時
金
」
と
あ
る
の
は
「
障
害
一
時
金
」
と
、「
障
害
補
償
年
金
」
と
あ
る
の
は
「
障
害
年
金
」
と
、「
法
第
五
十
九

条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
六
十
二
条
第
一
項
」
と
、
附
則
第
二
十
六
項
中
「
障
害
補
償
年
金
」
と
あ
る

の
は
「
障
害
年
金
」
と
、
附
則
第
二
十
八
項
中
「
附
則
第
二
十
六
項
た
だ
し
書
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
四
十

七
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
附
則
第
二
十
六
項
た
だ
し
書
」
と
、「
障
害
補
償
年
金
」と
あ
る
の
は「
障

害
年
金
」
と
、
附
則
第
二
十
九
項
中
「
附
則
第
二
十
六
項
た
だ
し
書
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
四
十
七
項
に
お

い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
附
則
第
二
十
六
項
た
だ
し
書
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

38

附
則
第
二
十
五
項
の
規
定
は
既
に
身
体
障
害
の
あ
つ
た
者
が
、
負
傷
又
は
疾
病
に
よ
り
同
一
の
部
位
に
つ
い

て
障
害
の
程
度
を
加
重
し
た
場
合
（
加
重
後
の
身
体
障
害
の
該
当
す
る
障
害
等
級
に
応
ず
る
障
害
給
付
が
障
害

年
金
で
あ
る
場
合
に
限
る
。）に
お
け
る
当
該
事
由
に
係
る
障
害
年
金
前
払
一
時
金
の
額
の
算
定
に
つ
い
て
、
附

則
第
二
十
六
項
か
ら
第
二
十
九
項
ま
で
の
規
定
は
障
害
年
金
前
払
一
時
金
の
請
求
等
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
附
則
第
二
十
五
項
中
「
障
害
補
償
給
付
」
と
あ
る
の
は
「
障
害
給
付
」
と
、「
障
害
補
償
一

時
金
」
と
あ
る
の
は
「
障
害
一
時
金
」
と
、「
障
害
補
償
年
金
」
と
あ
る
の
は
「
障
害
年
金
」
と
、「
法
第
五
十
九

条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
六
十
二
条
第
一
項
」
と
、
附
則
第
二
十
六
項
中
「
障
害
補
償
年
金
」
と
あ
る

の
は
「
障
害
年
金
」
と
、
附
則
第
二
十
八
項
中
「
附
則
第
二
十
六
項
た
だ
し
書
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
三
十

八
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
附
則
第
二
十
六
項
た
だ
し
書
」
と
、「
障
害
補
償
年
金
」と
あ
る
の
は「
障

害
年
金
」
と
、
附
則
第
二
十
九
項
中
「
附
則
第
二
十
六
項
た
だ
し
書
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
三
十
八
項
に
お

い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
附
則
第
二
十
六
項
た
だ
し
書
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

48
・
49

（
略
）

39
・
40

（
略
）

（
遺
族
年
金
前
払
一
時
金
の
請
求
等
）

（
遺
族
年
金
前
払
一
時
金
の
請
求
等
）

50

附
則
第
二
十
六
項
か
ら
第
二
十
九
項
ま
で
の
規
定
は
、
遺
族
年
金
前
払
一
時
金
の
請
求
等
に
つ
い
て
準
用
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
附
則
第
二
十
六
項
中
「
障
害
補
償
年
金
」
と
あ
る
の
は
「
遺
族
年
金
」
と
、
附
則

第
二
十
八
項
中
「
附
則
第
二
十
六
項
た
だ
し
書
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
五
十
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用

す
る
附
則
第
二
十
六
項
た
だ
し
書
」
と
、「
法
第
五
十
八
条
第
一
項
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
額
（
加
重
障
害
の
場

合
に
お
い
て
は
、
加
重
障
害
に
係
る
前
払
最
高
限
度
額
）」と
あ
る
の
は
「
同
一
の
事
由
に
関
し
法
第
二
十
二
条

の
四
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
十
六
条
の
六
第
一
項
第
一
号
の
遺
族
一
時
金
が
支
給
さ
れ

る
こ
と
と
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
遺
族
一
時
金
の
額
」
と
、「
障
害
補
償
年
金
」
と
あ
る
の
は
「
遺
族
年
金
」

と
、
附
則
第
二
十
九
項
中
「
附
則
第
二
十
六
項
た
だ
し
書
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
五
十
項
に
お
い
て
読
み
替

え
て
準
用
す
る
附
則
第
二
十
六
項
た
だ
し
書
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

41

附
則
第
二
十
六
項
か
ら
第
二
十
九
項
ま
で
の
規
定
は
、
遺
族
年
金
前
払
一
時
金
の
請
求
等
に
つ
い
て
準
用
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
附
則
第
二
十
六
項
中
「
障
害
補
償
年
金
」
と
あ
る
の
は
「
遺
族
年
金
」
と
、
附
則

第
二
十
八
項
中
「
附
則
第
二
十
六
項
た
だ
し
書
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
四
十
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準

用
す
る
附
則
第
二
十
六
項
た
だ
し
書
」
と
、「
法
第
五
十
八
条
第
一
項
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
額
（
加
重
障
害
の

場
合
に
お
い
て
は
、
加
重
障
害
に
係
る
前
払
最
高
限
度
額
）」と
あ
る
の
は
「
同
一
の
事
由
に
関
し
法
第
二
十
二

条
の
四
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
十
六
条
の
六
第
一
項
第
一
号
の
遺
族
一
時
金
が
支
給
さ

れ
る
こ
と
と
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
遺
族
一
時
金
の
額
」
と
、「
障
害
補
償
年
金
」
と
あ
る
の
は「
遺
族
年
金
」

と
、
附
則
第
二
十
九
項
中
「
附
則
第
二
十
六
項
た
だ
し
書
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
四
十
一
項
に
お
い
て
読
み

替
え
て
準
用
す
る
附
則
第
二
十
六
項
た
だ
し
書
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

51
〜
53

（
略
）

42
〜
44

（
略
）

（
事
業
主
か
ら
受
け
た
損
害
賠
償
に
つ
い
て
の
届
出
等
）

（
事
業
主
か
ら
受
け
た
損
害
賠
償
に
つ
い
て
の
届
出
等
）

54

労
働
者
又
は
そ
の
遺
族
が
、
当
該
労
働
者
を
使
用
し
て
い
る
事
業
主
又
は
使
用
し
て
い
た
事
業
主
か
ら
損
害

賠
償
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
で
あ
つ
て
、
保
険
給
付
を
受
け
る
べ
き
と
き
に
、同
一
の
事
由
に
つ
い
て
、

損
害
賠
償
（
当
該
保
険
給
付
に
よ
つ
て
填
補
さ
れ
る
損
害
を
填
補
す
る
部
分
に
限
る
。）を
受
け
た
と
き
は
、
次

に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
書
を
、
遅
滞
な
く
、所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

45

労
働
者
又
は
そ
の
遺
族
が
、
当
該
労
働
者
を
使
用
し
て
い
る
事
業
主
又
は
使
用
し
て
い
た
事
業
主
か
ら
損
害

賠
償
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
で
あ
つ
て
、
保
険
給
付
を
受
け
る
べ
き
と
き
に
、同
一
の
事
由
に
つ
い
て
、

損
害
賠
償（
当
該
保
険
給
付
に
よ
つ
て
て
ん
補
さ
れ
る
損
害
を
て
ん
補
す
る
部
分
に
限
る
。）を
受
け
た
と
き
は
、

次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
書
を
、
遅
滞
な
く
、
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一
〜
五

（
略
）

一
〜
五

（
略
）

55

（
略
）

46

（
略
）
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